
3。 質問回答過程とその機械化

大阪大学 大型計算機センター  磯 本 イ正 雄

tま じむメ■

域向口碁齢 ,慎浄薫じ9試みtせ ,こ ねまゼにも猟マリし9があるが′
そ9争 呟ヒt tlせ次健論1鈍 ものが力ヽ Pの 。 ら́,戒 9々籍喰つヤtt

l載 ′藤キ節|“漏dtいの道tて 】ヽ3事柄t球いし■少くな1′ .こ こゼl古

,グ ラフ理謡ざ
り腱け

・`
雄ャ

・議、的
3,|ミ

1ソ饗されたた大lご蜜pて質血口なとお
こ奄う)ス テム|こ

つ 〕ヽ又れべ
｀
る。 )ス テムの坤姉聰ク孝象|ま :衣智1興ル集

合
ユ′797うにぞあ:り

′孝′k硫 ,℃ C7・喩|ミ lま ,2」罠減γ

“

L■たR巧 民び
.蘭

孫つゑさγ缶が離ヤ論的lミ与ん3れ てヽりる。 システム|さ :ブ
'― タワ臭

併治%を木モ|ま 秋■に′デ~991杵芝1のみを解竹夕b. したが7て ,そ
の切負笏tノは一ネ的マ

1あ

り′え甲年乙口1■力、〕こんぅ。
り人手,シ ステム申蒼り勧イ裟グSそのた嘱に負31騒呈左臭外的|こuシ 3ヾ
。 ただし′このためlt〕 ステムの考僣資ι飽明うろ士ゼ,そ のイ

詢沐性と
換ラ健単tま なヽ′ゼぁろシ.

1.貿血|口なシスァ亀由社の具毎秒動機
大型釘́隼咸セルター1■は,プ

ログラム・デ′ヾ`′ギ
:ン

グ争名の動tθた
めに,づ Qグ ラ有相談資が

'%ろ .ネ如なずログラマーが′デlヾ ′`グ
'す

のプロ

''フ

亀と考つてプログラム荷茨負リアクヘ:程1議」lt毎 り向にう相1鉄負|な

プログラマ́ |ミデ′く
'7ギ

)ゲ |ヽワ:ノ て,具勢尾知ヽ色多刀を指示と,たろ.

相譲資が指ふと5λ うに■3ま で|ミ |´よ,査〕諏:負 はプ12ヴ
'ラ ム1鉄動作9'た、

Rがζ′ブリリ
'ラ

ムっ′ヾシグの角在と瑠た欠=類1推.サ ぅ。 そt■ ′その
1愈 lt,孝勢疑負(ラ フリ

・
ラマーの血で夕蒻ヽな,し 。し彰竜尊めな質向口疹つ

つ:絶 tが潮J tttなる。
貿n口膀システムヵl奄]の最i初 9勧i機は,こねぶ個設、負っ11.,ォ史々、.

数L・ えるこ墳li鑽 |コ考iη週窄と引
・
:讐チ薇|ミ 1り 実現寸るこヒであ,7ミ

.

プログラヘ不浚量の類性・尺,なつ鴨徹翅]′ 次ごりと)り で
｀
ぁる.
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0相犠夕のi類
1椎・匙右の多I負

|な ,l憲
てんだ―たしてヽ〕ろ′ 網装負|'

,具′(か0り ,〔1象となつてヽ)る プ1ヨ グラムの市み邑t吟リネし,過芝lの経験
とぷ菅た負うただ′明聰tt購氣ぞきる手象とえ負|ミ ′くれlQ統くだ
■3『スリ多くの可有こなヨ}髪kを数推づろ.そ して,可能隆の強弱と

老んなが3′ 相歿ヨ|う づログフマ́ こ貿向口″〔′線り遂ヒπバ`/グ

の可lJ左の範口とり熙つて中く, この遅稀知よ,メ険

“

1解キt竹つ孝1状
瑠年二tiイ本ヒヒ■泊負グラフゼ表、ラ:え!ゼ ころ.

0俎餃、資の強換0几老|ミ典与づうオ場疑9策l口 |,′ 篠́:向記罰囁卜入プログ
ラムのル11111卑にして羽b),竹 1・ ′づlコ づ'74・ デ|ヾ シず)ブ

・
にR

無す⊃なS〕づ′μ咆1口好の隠に負われうち業の宅口1な狭ヽ
'′

③類樅。■んの耗nが限3ね てlみ t)ろが′
′だの人向りうこ|え IQた よう

t■ t芯 ′
ソ
tの lJ名モ`Ltな

`〕

り(■イン1夕・

矢ムの1鶯たが
`¥1断

して′づ口/ブ ラム1相誤負9役ワ|ソ

`許
髪シ餡キご矢現守

る試みlな ,足ろそ賃血口あ遇1継 9摯聯甲Oのための́ 試ケヒtてi色・当であ
・
3ヒ発んた,

2.プ l]り
'`ラ

ム相訳)ス フハリう筋コ凛
膿守罰¥ウ色みt持 つ右旬グラフノイ知t資にがマ|し ヨフ違螢l・なつて`〕

ろら今′学|ミ頂二の一つ一つとたどうこしだりぞうく′仏たのスラツプ
を欠9維多47,||を 用ヽ)る ここ|ミ ょって,あ ろ維及■7鬼釣IQ状)をのイCアが'可

能ゼあり,そ の椎1綺のスラフブ微tの
う噌月によつて,↑冠野ttttめたり広め

1にり
'る

こ`こがで■ろ・ ■31・ ,1住得の1彪Lりat建 の分布〔た状冷つ)

¬慾友可ろ影ン)ltl■ ′tれこ1、めろ■乙lミ ょって,■のグ
'ラ フ石当小のあ

る:絶 9,推1紗 9イ嗅aがィalにぜ■ろ, 1人 員′述」べヽた鷲紀TIL賃と,プ ログラ
ム旭;1欠、l｀おりる血護詢午魚のう千疑|<え力うにつるのが′碁回の目的どあフ
′パ
ιヽ ・

マιレコフ運後と戌す泊aグ
・
ラフの1惣 な`1嶼 ′嗜uスだ1,湖南、日期

撫なぎは,グ ラフの働甲対象IQよ つてた味づ|すtれるものである: ぬ
題と明1餞にするためlミ ′須々 が■■でヒリあげ

・てヽ)る プのグ'ラ ム、・が
′`ヴつ貿向Q疹 )ス テヘ9ジアヽ■つヽ)て ,IX下 |ヽ1乃住的な気υ木‐)け と行
な1)′ 〕′こ;Fの 史ゴtくし9貌しつろ,   

・              ′ ′
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脅|た 1づ ,FORTRAN 9づ 0ブラヘと史衡してみて予角ヒ7.者ら永が
｀
得S

れな1)・場1伊 フ千ORTRANの つ
°
|}tフ リ~か 5適:1孝プライワ原13と1通激し

てく|れ b⌒、RLllま れ_ゼ∂bつ て,ヴリくot″b4)^佃 ′2η づDづ
｀
ラ2-づ ′ゞR竃抽

的lt規イ1711え久う`ご夕艘りの可能`腱19絶□Rこ 更彊ヽり′フめこt)つ く箕りり凍
■つき′フあてう7■巧ろし、′ぅ多気■こb。 まず′7́P l段崎9■ ライボ
縫り冷類lな ′次のよりにかI,｀ 3なろ,

①翅T時のエラー。メシt一 リガ`名て、:D(崎に向季した1■ 1/0写 ).
② 侃 cンtoだ望 PrO〔7とし昴 OИし ′レtο望∝てメθ口し

lQびつ つ
｀
か つ 又 t)マbっ

③日R3か |ミ 4)U9えイtかジ熟《蕪L´しい〕ろ.

④封讐軽澪界いま出てヽ )る が
｀
,予 1鶏 し

‐
(tノ :3も つこ全く異ろっ

無裁t,■ な51まれ計QI的ぜ|ななく′後,数fl]の ものか
・

|´1時に現れるここむ
あろθ ■9ヽすざ́′:已燿萎未・夭著漁̀城91乳狙うヽ'應

ンマt)ろ晴|な〕よグ1こ ,11卑

スヘの11ぬジ弊埼のイ＼撃べ9憂塾aI足」シベ■`であり,そな
。と調で明.瞭な貿

りが
'港 フ́́夕`5な けなば,〕KKげ引鶏【の打え質l係＼と;|ら|べ

又`みち′シ黎があう
の この名籠ミ,・ ラ~のう倦:生 の可陥こ性の範|]さ狭めてゆく過留|,Dタタく
っプl'グ ラヘと作成ttt,3経験1渚に11白ポ|・身にイ11く ものであら,

し」ドしノこれ|・あく■ tた向の強仏°足渚・五碗1・イヘ傷わし勾ご′
t式につう■ヒtり 困l絵 ど

°
あb′

雀ノ2の 議i作 した貿由口碁)ス 7ム、ゼ1古 ,このょぅなづ|っ り
・`
ラ4;乙述」■

幻ノあろt){また街述砕[での点/こ の現額の́漁pクな因呆賞

“

●′″争的壺
キ″ノ主つ石角り

｀
ラフヒt■考って、)3。  こネがじスア有負llの知謀ゼヒt

て脅t,佃 Qり づl'グ ラフー|・動うと与えろ砂式で質向口霧超率がた,加

3れb. づ12グ ラ2-901が色分のイλさんぜt)3)左」良亡白群う誘ゼ
｀

夕軍教1可ムと百■こけ〕次れだけて大点を血趣であうので,■ ■で|百 ■
の、こ1よ 口I生 し,イ浄」t承すよクlt実際ムのう」と争がなア4ゼ 1■ ,考す善許群箋の優|

0｀ S則ちと出し
・ )づ ログラ2″ れ

｀
踊学曹口なt月2'こ )ヽう 多段〔ととつ

亡マフ)ス テム|な ′づ|コ グラフ́ の直面してヽ夕b砺鬱疑と知つ■二ご次
の助葛

′
&名 ず動 |ミ

′フフフリ杉蟄なtイ Tな ク'こつ採
fゑ

3ムlttよ D｀ 〕3｀ 1

3の もつが死んSれ うが,イ 長ヽ的1脅1と 3和 あヴち。
回現在の現.ス|ミ 1賞このある絵【リフえ久&プ Qグラマー|口飾、し,その

乙ヽりう。
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繊■23ロヘ
・亡七る。 この爆′ミ1憲ず

｀
|ギ
≧/り
・
の神東目陶輿階で|ょ あま|り

亀
りながな:〕 が

｀
,あ D径良絶口樹箋り込んだあしざ|ま駒熱そ

｀
あう。

ロゴ́ |レ |こ相当する他:出 て具外的なエラー幸ゑか
°
霧む晰|コあ317ゼ

｀
′ぇ

ムの手久か3曇:も 多11この1縫|とのたtヽ〕ものと探す, 運すの関iミ_

乖象と無、視し■,4つ づログラマ́ に妥暮なゴー|しが見ρがれげリ
■9傑久1憂乳も預接的ゼあろっ

回適媚コミゴー|レ之2つりつ■こが困難:ゼ めなぼ′迫褐lt口呆1由脅、のあ

3隣接子カゼゴ喚|ミたく
1つ て、プログライーに提ぃ1示 してた石g角フ′

当11バ、負みの人三ヽ〕ものj｀ S‖1負 1こ捉示してぃくことltなるが,こ の■
み|ま 猟́的何こ却■過_ぎず,伯くのプロワ・フムの状、‰lこちヽ〕て|な ,あ

るキ象
″が多危われてt)な 1,・にば,)足 9奮み9幸久む還ヽ ここ|ミよつて

l颯路tlヽえてr■9プログラマーのあいに羊勁けんワタ乙|]と次め■ヽ〕

く。

ホ)ステムだ|ま
,電衰ノくり〕K几趣んんた上tフ オ3看日9タゴエとbこ こ

|こ し古
=。

3のシステムはノ(g晨のプログフムの潔蹴熊

“

Tな つものゼl意な、〕。

鳥́き均傾御を
'慶

キ毛デ|レとして特つてヽ〕るたけtあるか3′ 竹たのづロ

グ,マ に́つヽ)tit19-1知りなグラフ。Lデ |レ の中だ′現:実 |ミ現りに
″
(ヽ

)3事象を手僣卜リトして詐分グラフ■ll頂
|■見つけていつ■′個晨の場

合l■当てはまbゴー|レt見つ|す るのが探:豫、9募点ゼある。 したがつて
ゴーlレ リ竜味t′ fヨ 員のプI]ヴ

｀
ウムIQフ )`て 9■フ″と直接:指示するこ

と|な不可氣ヒtあ つて′それ)lUゴ熱連幸久をたくつ`てぃつても凛困をこ載
寸ること|こならなヽゝもっ′角!lたば,印RTRANえの数競nd手の各 t誤ソ

′肛MENS10N文 の書き誤り,ぁるい|ま董

"||の

大き■9511数 :lミ よる受け

表しが
｀
二浄tなヽゝ■｀

こなどが、ゴー|し の手久こ`して摂ゎにる。

3.JLデ |しの定式イL
事:象面の2蒔暉躙象観R嗜 lき河して′貞ウ`3嗜 への右臼2とんがけば

′繊皮は泊飼グラフGと飼う。 ■■だ考える)入7ムは,11状颯l達を
主体進し′著F今的lt;気連絡な?Pめ づ

′
ラフtlなっもっとする(図 3.1参墨7、 )。

有角ヴ
｀
ラフq‐上ゼ矢予ρlてくつて1亀t埼 ,L″liと1金勧と_嗜 ぷものとする。
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■,teVに おヽ )■
,イ■たの■1可暉ヒ【

ヒし,任亀のり
il・ 月出て■Rマ1と)商 う

また′UC71碑すしてF(U)と
「

1(∪

リ

「
(U)三 ∪Йcプ F(吼 )。  

「
kU)

ろ千粂自9推移の
"、

t」まね句確ヤ
47′ll′

|ミ より与え3とイグラフⅢ
Iす コ|し ■7連鎖づ

・
ラフこなる。

手象略より,グ
・
ラフリ右旬ユ|こ

れつて夕ll違可能な孝な集合

'(も

,

と,手象味ワ子′||こ可能集心rとけ
び,昧 t「η神期孝■とリタ′まもの

uR埼 1)苗 うちり集合tr(叱)

Lり集合t戸¬(喝ア
′とする。

t次式ゼた為う⊃.

=Uにuだ(晩).

1ノξ

CT

仁
和

一フ

０
」
ワ

争
州
と

′
む

ハ
町
全
末

の
％枚

Ｇ
Ｉ
圭
ず

ｏ

フ

寸

′

３

（７

、秋

す

ゲ

ー

と

ヒ

　

　

一ノ

〕′分グ
｀
フ

ス号
‐́■

吹ぎ■9
1)戒 3泉
し,吋水

CE

んづlす bθ

「 (炭 ,=キ R;之 )鵡 す孝久
rCt満すクフス7-よ
合1志 ′̂琳接移の水i端と考成
事ゑ身ヨ57と ん→

ilす

b.

lヨ3.1 本システ
^可

【り撮う
右向グラフの代表的な伸|、

また,・躊rア‐一匹とうる。 碑スが磋|ま|た

ヒ又′
`〒

夕)Fと次ワよう|ミ〃〉勢
|´
ウる。

EIコ lt寸|, 7~7■ 十▼こ   ュ:ノ

イ旦し,01l tゴ 1コ イT夕 :|・ゴあソ′IIよ主1(1行 うllt:あ る。
3.■ .マ |レコフ違劃演クラフの■″又
木)´ ステムゼl意 ′ホ向づ

′
ラフの考影賀とを3｀浮諄民′孝ふ駅′孝贅多7フ(眠λ

推移1庭キた1『喘こrlり )が ′′る手み、ざヒ|ミ ファイlンの171■れ爛〔こ才lえ 3ヽ

うψ 初期市,象略りλ力適を割■,フ ァイlしより島′J′(恥

',鵞

jrらertリ

が競み出さ颯3. 司埼|ミ ′次の果金がえ桑iさ点3。

ス■(略 )=ltム }UF(お), λl(雌)=t嗜 ,Crl「(4)。 (3,2'

埒 1却聯猷 1象フζ′集合ハh(Os,と逐次涌 朽′
λ.Qふ)=「 (λ油く略))nスぶ1(眺 )′
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八.(螺)=λ.(囁

'∪
スト:(颯 )。      (3.3)

、は)1憲 ,颯 lこi皇編亡なるべt千力o内 フオ孔各目にフライ|ンよりitι

げヽをLへIttt,出 さぃるキアkl易黒全ドι
'あ
る.E人下′こヮ像隼tく り込して́′

λN(憔)=少 なろ状■lミI生した時,上の多ll丘]離果なvが窄事ニイU3.
こィtJ集み〉l志′ビ

ユノlヽ πりま、9月2肇altよ り
'た

現されノる子煮tビ ノ`トl■対
たさ七て=誼魔されてヽ)る 。また′乖旅、視CVえひ

「
ω 」′こi写 lttt ζ

口

“

llゼ与えじに′れれじlt′ 主記|え工|‐嚢Lたされ3可知ワlこ?Lろ て′ft
る日の回乙,1黎女|ミ記潰.[れぅ。 初期孝レ象|す ′オ1看目の要λヒ像る.

こ作S9i診庭上て`9記庭の書式lせ ′例旭ず次のこうリゼあう。
υt l o42δ   (コード者′号, ,

「
(■): ο010。 lo00“・ ,

後3:ο、
`     

′:`fa,4
弊、撃Llま′″t番目9“,1要素lミ記覧tにマ、,3こ とをふ

―
)。 欲|ょ幸

:衆〔|こっ|夕 3 rutコード看ろゼある,次 |ミ 1向
~ヴ

ろメミ′セ_卜 'もヮll lt工:に

うる。 ′(■ )のオ3し

`ビ

ツトド1がぁることよ`

'′

ちと吸へ91隆多
が可籠.で あることがわろ`

‐
3.  諷3・ 0て 及び'71`rθ・4 より′れ小∫9

イ子箋タチ雀論が
｀
与え3ねつ。

3.2、 おけ崎争象聰よりたC可罹へのコ1遭知鉾干
跳よリガ畔喚2皆審峰直

`紅

,事象utづ畔場とできすう降キl志 ′次の́ヾ ワ|ヽ

レの妥た3さ い
'ゼ

与えうにる́
客(・)‐ 11′ ο,θ ,‐

ヽヽ′ο]・Fた      (る。4)

無限口推りの合選計劉こか)て懃ナ3推移;略台の後知|ま ,式 (3:4,右 ■と

斤卜)´こ′〕た式lミ よソ計算さ(3行夕ID.,3.9暑煮しヒ又与tSれ 01'

tだ e71T Iミ旬して  ラT二 11-PT]~| ′    (3.5,
7t e‐7b lt対 して  'E・ LI~f≒ 1~L PE。     (3.`,

3.3.グ ラスター

手̀
ふ
集合ア|こ夕t)て ,■こ7り S`推影|ミそつてヨl)逮可1こなれての孝」叙、

の集ひと,(げt)と し′また」:←7へ多ll座可熊なわ象9集盆をン(■)と す
る. この時,7ラ ス9‐ ĆIま ,次大卜より与え5ねる.

c=ρ (た ,∩ ″(■ )       (3,つ
P(■り|す′漸危掟じ2'′ (3・⊃と同じ諭賜

‐ど得ごネろ.γ(ri)は′尉
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イL式 (3.ん )′ (3.り のFt「 `|ミ麦んた式|ミよi),日
7薇lt凱軍tほる_

「
(C)=Cの 曜Lア |・ か1)て Ct lつ つ孝ふtぜ員主づ`こ,Cに向ラ

右向ここうハ
t'て た|ミ向わも,1ためttよ り∫しへ向ぅ有0■を付1す て,′隆

わ月費キ2し
‐
1ヒうろ。 こね|ミより′

‐
式(3.6)の 封_軍が芳易lこなる.

クラス,一 ヤヽttlt,端螢″歿ド巡雹するため′式(3.S,′ (3.`)モイ暑ζれ
t離キ|■■‐杉ヒtで数.た3れたものぞある。 確キのた奏二,ク ラスター
以外1事象てのつり合1)と ヒ3よ、り′]X■ 9璃 it衡なう

‐
。 口(%)=%

なうワラスヮーC(り の・僣晰多角針肇イT,1き Zc(り とする. ~C(c)|」 W響 の官「分

果)であり′オ隆

`多

の」曰蜂r」こおl‐′てく2の 手妥矢へ彩暉撃七ずりヽ立粂t成す.

迄tマっGe夕 の秀手̀
象

|ミ対す3定キか命は,マ |レ コフ過経|ミ河りつ理論ト
釣勝 1よ

l)′ 〕
ヴ 左餌議すベクト|し り得 霧ヒみ任 与え́S tt b´

br′′〕‐ ♭c′のPc")            (3.8)
L(りの歌 麟 値iま 4ゼ

｀
ぁJ′?晩)1′ょλりの最大麟仙t河16ロム

ベフト|レゼめる. Ъc(ol憲′クラスワーι(0内のイ彰気の力捕げ唯 らブ遍の
¥ll史〕こ軍ヽ)る .「(C)オ Cなる7フ ス

'一

l志′イL手ィ象1財との自|こ強ヽ )

筋び!つ

主速二毛つ。 した」ド〕Z,式 0:2)モ |よ水り摂えもヽ), ミユぞ
lよ′づよ3.5)9),′絡に力t't′ クラスターC内ゼ蔭口したためlミ食、強Lじ

て数んじれ″准キと取ムろ・ ヒ|ミより補正すう。
bξし=ρ・♭れ′   資 Q・7
β)1・ 4-ヽ (u:tec″ lbst■j)//('l考tc′

bsj)

♭sし |」 ′式(3.5,lミ よりち1等 さ才(3イ1夕 157つ オS行 i列 黎鴨きゼある。
βlよ ′ム記のたり人ゼ

.り

魯正、徐狭こ
・
あつ,

4.フ ァィ|し
‐士記lた I颯9デ ータの転遮

ブログラム沐器凝|こ′爆要な錨 揚む芙ず
｀
ヰヴ知自の稚わは,フ ァイlレの中|こ

:こた`されてヽ)る 。和期幸際、1略が入力さなた
`復

,システムヽ1ファイlレ の
中より老翅多lミ

`造

つて
'1選

多可集影々かた主うぴ魔ムlヽ:Kり 出́オ。 夕|こ可魚こ氣
合よりなるグラフ哺し́ :猥lQたくか代tヽ とヽ発え5晨る′ したがつて′
グラフら桂~時lQ主請を二1喘

‐~す
3こ |よノ主記潰っあ量りF熙弔り`Sノ

不可ltな場心が起こソ得る. ■9点、lミ詢つろ女Ll員として。′)｀人下のよう
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な手スt耳層。

和
‐
期幸象じグ5931遭ゴ可黄塞負1合より載ろグラフと,3っ ⊂理ゃ聡Hミ冷1方

マんえる。
1.オ 1ィ瑣滅
和期キ烈こ最も逝卜〕抑冷
ゼ′貿颯口答の多)1貝つ`3    ■
t)んぼ.奪ゼlこ確キ■で

t洒 ことが建tヒ夜手象
より減ろ部分ゼある。

工。オ2領威
質由口ら過俎にちit〕て′
未/::i探なり可角訓生t強し
′1覆択り榊itのあひ孝象
より及る矛分てあう。

工.オ 3猥バ

手ふ鯛

“

存在の可能性.

lt予滑|さ れてしゝろ」L未
だ具佃轄鶴RI烈_り 河′私、11ミな

摯

正

ど も
雨 ′/｀、 |~~ ι ミΨ

目4.1

― ハ 一 |二 → __▲ ―́十 ~……■
~~

P
ハ

|ヽ

ヽ

ヽ
′
′ :ヽ

μ
′
 せ ｀ 寺 タ

ヽ ′
 ヽレ

↓
0
ノ｀ 点

ψ ヽ

コll逮可能集合り3イ只城■9
分撃119仲 |

つて``なヽ キゝ友よ`
'覇

|ろ 部分である。プロヴ
・
つム相うたシステムlミ

あ1)又 1憲 l蔦より111産可官どな手形気の広L煮たファィ|レ の申1こ磯され
―
(t)ろ 移力どある.貿由口塔9直

`Tlミ

ス、‐)【ガぇ領城が縮夕し■
時、そ、ゼ′やがて″Zf築以へ杉さにる。貿向鰺 曜ヽだ|こお、〕て′ォ
J悟沸の右御グ

・
ラフタ暉粒オづるこ考えるここもで■3でぁ3)。

このように′グラフ程3η興ガ,1瘍)ワ
:|す るここlミ よリノシステムの大tt

iミ適比た方法を,電n口ら運だとこめるここう`で
'こ
る。 このようなv考

えlよ ′́ :腋1つ貿血略 〕ス7へ 9欠:亀卜nt´(計拗 人́電主|ミ 討すろ
′作t夕lι生うじ夕くなるのぞ,重要・t'あ ろう。 ただし,グ ラフt分りltマ t
′イ3第の史:大ιたんろ'た黎はなヽ ,ゝ

5.賃向回塔過俎              __ _ _
右向ヴ

'ラ
フ9毛 t芝たはノ

'ス

テム講プロヴ
'フ

マーの貿in口塔を亀し
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て行なわね百.L々 |ミ由して|↑ ワ ム相技>ス 7ム ぜの申棒の
ノヽ ,ム)′

リ
′
ノ て

口リフ

積自回籍凸筆9具体脅|

lを 通し■うな汗ける・ システムはTd口もノ
|ミ よソ難現▲さイlて ｀ゝ3 |コ 5、 19有向グ

・
ファをもし|ミ

a2んnら

tZ衛sμttκ

グっ台1筈
|‐ひI I｀ ス血日堪り1'}と .日 3021ミ示す。 図b.19右向クフ/のファ

ィ|し より主記ヽた二■の転遂はノザ4節 ワし あろが′ の)吊
/1-′

経ゼは麦仙l・′亀‖■ さヽ。 りによる右向づフフの11:む茂

ちlt説明 Oo01

曇 i颯

9“牛

式(3。 2)′ (3.

0遭処|ミr.-i'ot An\ra 人血lミちtけ bi類1捧、 i)可比 ■ヽ老たることが を́
｀
tD

。 1人下,図 h乙 之秘夢鳳する。
1図Sス |ミおl'て ′る行9え|]晰り数

ヮイ甦Q員 フけたを考ぜあり′(0左
侵|の米fpl意 ′ラBヴ

。
フマーl・より入

力さにたtヲオ″;)⊃ことと示
´
狂

各行ごヒ9亀味|ま次のこr'である。
o′ o:領白日塔り申招てある。

・
―ド
・
4腎号て|」 ,各子場aこ

旬け3れたる考ゼあり′孝  図3.1 テストlミ使われた項
象、9内あを示す説明叉ヒス   ログ

・
ラア.目すの数多l竜

!ヽ ′貿向コ́ ドる考友こに   ′孝久■っ|ナ Sれブ[コード
て夕11ミ準1備 されて` るゝ。     .看ろぞある。

③:ユードを考(oooつ ず
｀
入うtにた.

④～0:)ス アムが結論を賀力する意ゼの時向lt,)ス ア4内 の実行イ人
猛左′参考まぞic出力し1たものである。

③～④:ゴk3.り ,(3,`)て得ζ点3,(θ 00つ よりる手象へのう踵庫子の人
tな幸象[在 ′III負 次佐アコ♂リフね )ヽゼ化づtたわ呆である。 カ

ン■内2イTヮ i整婆たは,主:司実コミゼる孝象、F`健 _::ヨ ,う |ミフけゞ 中ゴミ
藩考である。 ん番目|ミ コード橋考が書う`ね′方】領こメンt一
)'が

・
書かにていろ。 た|・ ヵンコ,き 2ィ7整宅叉のほt〕 矛場禁、1ま ′

411達確ヤが1で ,裁 の々余地9黒、)孝 象́マある。
⑮′⑩:｀ 判助

り
|ミ )'するλ力書式がわつじなけれ|せ フ業とλ″するθ

この旺Lλ力電式|ミつぃ
‐ての悦θ員が出ヵ亡れる. わかつ又ヽ]

う]ら′分|'ノイリ:1え |ボ〕たのよう)こ ＼力)う 。
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Y罐 ;(02万昔と準る(1:lt刀在キ1)とすることを,ス ア41てふう.

Nθ5;(θ 5)呑 t NO(夕ll庄
,確:『1)とするLヒ たシステヘに示つ。

0:この申乳階で′システムは(02)督05の幸久が
・
籐キ■ゼあることを

意鶴設し,この手考ぎン含きになヽ〕ll員路とグラフェずS隙九つろ.

日聯くこして′Nθ5エリ′(05)十制3tグラフ上ず3隙ム寸る。
⑬:説8哨略 .

0～ 0:0～OIQ日様 .

0′ ④ l No2;(02)看 が刊0(警|1違泌:キのとなることこシステム|こ示
~う

。
④:この段階t′ グ

'ラ
フよより(02)竹 |lt膨ミ玄つる.

①～0:以上の賃白日斃鋤週糧だノ〕1負路はた`だ
~ワ

|こ難:忙した。 しよ
がつて′カシヨ付二番考|せ出力されず,こ ヮ瞼藍iでの出力づ)
ズアヘよりの「 審頌II婚Fとなる.

(コ ードイ1知ミ対する′衡lメ ソt―ジl■ ′ダ見在整齢中であ1).ここぞは単
|こ嵐力書づめ説■月上の参考|ミヒどめてお、)て 下せヽ〕.'
図3021意 ′システム)寸 づロブフマーの現向日右の́ 1具(が711tこ

´
ヴご

・
念、〕

が′贅血口塔週経l略ける右角グラフつ書主喬え‐多続薫1爽び″最終縄
‐
論

lミ裂1亀うるまでの多lt貝IQつ )ヽ″こ1■ ′碇〃洵Q示七たものこ足う。

6今変9課題、
オt｀ スラムは,猟ユのフK準のづログラマーlミ よリタ1甲

されるであ3)
。 したが■‐【′【データ` ファイ|レ のみゼ,ザ

lコ グ
・
フマーリ拓口的木1牟

になつた桑択なシステム、のた宥が哲まれる。 こ夜|こつt〕 て11′ 弾ヤtれ‐
調爾碧として′F見在t)く つかの鶴1来ウ3ム となi封中くある。

参考え釈
1)年 W Erれるta薇ェス.Neけcι2:CPSi A Ctte Stえ たこレこスGeに触:ゑり はこ

Pン。44046配けtり ′ハ0雌ン
“
れル(裂 (ゝμヴ鴇r4,島″ο→′(′ 9`9,.

υZ狐奇弘漁lllエカ:グ
｀
ラフヒネヽ′トワ́ヮ9理 う年′コロアネム,(:973)

3)」 L‖ 1歓_号 :ャ青訛 麟楽ilAう,1,マ |じヨフ畳繹,次主出廂碇,(′ 9`1)

の R.5。 にッ
lン 4献Xル Q几仄い n aη aだ

″
レ ′(みC雄′

C4-″ι〃 ′

′nc.気″鳳メ■.ら、LID',(′ %4)
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本 PDFファイルは 1976年発行の「第 17回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


